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の明確な区別もなく,｢国際理解｣という名の下に として 1946年に発足したユネスコ (UNESCO)に
様々な実践が提案され試みられてきた｡地球の急速 よって示された ｢国際理解のための教育｣(1947)
なグローバル化の動きに呼応して国際理解教育の必 を始めとして様々な提案がなされてきた｡とりわけ, 











について明確にする｡ 国際理解教育について論じて d.他国 ･他民族 ･他文化の理解の増進 
いる文献の中には,国際理解と異文化理解を同義の e.国際的相互依存関係と世界の重要課題の
ものと捉えているものも散見される｡ 1'しかしなが 認識に基づく世界連帯意識の育成
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(編)( 4:22991 )は,小学校段階における32- "国 うな資質や能力を身につけることであると述べられ
際理解教育のねらい"として,下の (2)を設定し, ている｡ 
具体目標として(3)の4つを提案している｡ 
英語や英語圏にとどまらず,さまざまな




























国民的自覚の滴養｣と (1d)｢他国 ･他民族 ･他文
化の理解の増進｣,(2)では,｢世界中の人々ととも育審議会の答申 
際化に対応する教育を推進する上での 3つの留意点 に幸せな生活を送る｣という部分は多田 991( 7: 









た,個人としての自己の確立を図ること と思われる また に関しては のすべ(),(3) (d)a～｡ ｡
国際理解のためにも,日本人として,ま





























面を見つけ難い｡しかし,影浦 (編著)(上掲書 : 
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9a( )のしく論じているため,ここでは瀬田 (同書 :103) 異`文化"については,広い意味で国や
の包括的な文化概念としての(7)の定義を下に引用 国以外の地域や民族の文化も含めて考えているが, 
9a( )および b9( )には,衣 ･食 ･住などに代表さしておくに留めるが,一つ明確にしておくべき点が
la.te れる外面文化 [目に見える文化]と価値観 ･価値指Hol
(2004:62-65
dai y (1999:23 dayi7-264)や Holある｡ 
向に代表される内面文化 [目に見えない文化]の二turelcu)では,"文化" ( )について 
種類の文化の知識理解が含まれるものとする｡ 4】lcu
らの説明がなされている｡






解することによって異文化の理解が促進される｡ こlulargturelcu化に対して用いられるが,smal と ec-
9(9atureの違いは単に大きさというレベルの違いではな こで, ( )と b)を包括する上位概念として
く,パラダイムの違いだとされる｡ "文化"を民族 ｢文化の知識理解｣を設ければ,｢文化の知識理解｣
や国家の本質的な特性として,つまり"基準を示す" とは文化についての知識を習得することであり,認















naセス'(ad mip一 ca ess)として





(7) 文化とは,意識的にせよ無意識的にせよ社会 ちなみに,文部科学省の ｢初等中等教育における
の中で学習されるもの 国際教育推進検討会｣の報告書 (2005年 8月 3日) 
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瀬田 華人









この節では,『小学校学習指導要領』 (平成 10年 
12月告示,平成 15年 12月一部改正)では異文化理
解はどのように扱われているのか確認しておくこと





(10) 国語 〔第5学年及び第 6学年〕 
a.我が国の文化と伝統に対する理解と愛情を






年〕と 〔第 5学年〕では ｢内容｣と ｢内容の取扱い｣
に,また 〔第 6学年〕では ｢目標｣,｢内容｣,｢内容
の取扱い｣のそれぞれに異文化理解と深く関係する
記述が見られる｡ 




るようにする｡ (.3 2)p2の 2の(
b.地域の人々の生産や販売に見られる仕事の
特色及び国内の他地域などとのかかわり｡ 




取扱いをすること｡ (p.25の 3の (1)の ィ ｡
下線は筆者による｡) 




(p.52の 1の(p2-6 1)  
b.様々な食料生産が国民の食生活を支えてい
ること,食料の中には外国から輸入してい
るものがあること｡ (p.26の 2の (1)のア｡
下線は筆者による｡) 











































(14) 道徳 〔第 3学年及び第 4学年〕
我が国の文化と伝統に親しみ,国を愛する心
をもつとともに,外国の人々や文化に関心を
もつ ｡ p9 6)(.2の 4の(



















































































第 3段階一 異文化との共存 ･共生
この実践順序は,上で触れたように,段階的に実
ー 1 1 3 -
瀬田 華人
践されることを示しているが,同時に異文化理解の 像することであると両者の違いを述べている｡ さら
レベルも表わすものとする｡ 別の言い方をすれば, に, mp については,すべての人は基本的に
小学校においては,低学年は第 1段階の ｢文化の知 類似しており,従って人の経験も類似しているとい




a化の容認と尊重｣までの (つまり第 1段階と第 2段 誤解などの障壁を生むとしてこれを否定し,emp-
階の)実践が,そして高学年は第 3段階の ｢異文化 への移行の必要性を強調している｡hty Bennett(上




とにする｡ まず,第 1段階の ｢文化の知識理解｣の
実践については,｢自文化｣と ｢異文化｣の共通点
と相違点の両方に気づかせるような視点が特に重要



























































る｣とは ｢異文化を,その違いを含めて認め,ある る｡7､上の -③)は,このクロス ･カルテュラル






























































佐藤 ･林 (上掲書)の提示するこれらの式は,分 あろうか｡本節では,いくつかの方法について概観













































授業方法, (21C)は,自分の興味 ･関心のある課題()  A( 2a ∈fla a, 3
b,
lb b,a3,‥.n ))+B(∈f 2 ,a,,





























b,),tbl 2, ,.., 
ことを基に ｢自分の考え方 ･感じ方や思いを,相手












すものとする｡ また,文化要素の集合の一つまたは ねらった｣授業方法とされている｡ 
の ( )の第1段階 :｢文化1)の中で, §それ以上の成員が変化した場合には,全体としての
文化はA′,B′として表す｡





ているのは (a)｢事象 ･問題発見型｣, (C)｢調査研
究型｣,(d)｢体験学習型｣で,第 2段階 :｢相互の
文化の容認と尊重｣に適しているのは (d)｢体験学
習型｣と (e)｢発表 ･表現型｣で,第 3段階 :｢異
言い換えれば, Aのみ,または Bのみが変 文化との共存 ･共生｣に適しているのはである｡ f()｢話し








要素が他方の文化要素に組み込まれ,同化されてし う観点から授業の方法を下の (22)に見る 6つのタ
まう場合は ｢共存 ･共生｣ではないと考えている｡ イプにまとめている｡ 
この点については,次節で具体例を挙げながらもう
地理学習型 






































(22)の中で, §3.1の (17)の第 1段階 : ｢文化
の知識理解 (異文化 ′/自文化の知識理解)｣に適し
ているのは主に (a)｢地理学習型｣と (C)｢交流 ･
体験活動型｣で,第 2段階 :｢相互の文化の容認と
尊重｣に適しているのは (C)｢交流 ･体験活動型｣, 
(d)｢比較文化学習型｣, (e)｢人間尊重学習型/人














































































(5 (第 2学年) を行う｡2) 国語科 
単元 :｢あいさつのみぶりとことば｣ ○ 異文化に対するアプローチを 3段階に
単元の目標 (異文化理解に関係あるものに限 分け,段階的な指導を計画している｡
定):｢外国のあいさつとそこにどんな気 第 1段階 :身の回りの生活の基本的
持ちがこめられているのかを知る｡｣ な共通基盤としての異文
○	 発展として,外国人講師を招いて実際に 化理解
外国のあいさつにふれる活動を取り入れ 第 2段階 :時間的要因による異文化
ているが,この場合のねらいとして次の 理解
ものが設定されている (異文化理解教育 第3段階 :まったく異なった生活が
に関係あるものに限定)｡ ある外国の文化を理解す
(1)外国人講師と直接ふれ合い,国 る国際理解 
名 ･名前を知り,髪や皮膚の色の (8 (第 4学年)2) 道徳 
違いに気づいたり外国語を闘いた 単元 :｢韓国 ･朝鮮の遊び｣
りする｡ [文化理解 ･人間理解] 単元の目標 : 
(2) 相手の目を見て,しっかりと話が (1) ｢朝鮮の遊びを知り楽しむことがで
聞ける｡ 相手にわかるように話し きる｣ 
たり質問したりする｡ [コミュニ (2) ｢日本の文化が朝鮮の影響を受けて
ケーション能力育成] いることを知る｣ 
(3) 外国のあいさつや身ぶ りを覚え (3) ｢進んで朝鮮の文化について調べよ
る｡ [文化理解] うとすることができる｣ 
(4) 外国のあいさつを実際にやってみ ○ 異文化理解教育の視点として,韓国 ･朝
る｡ [文化理解 ･コミュニケーシ 鮮についての意識および制度としての差
ョン能力育成] 別や偏見を取り除き,正しい朝鮮観を持
(6 (第4学年)	 つようにきちんと指導することが挙げら2) 社会科 
小単元 :｢国際都市東京｣ れている｡ 
′ト単元の目標 : A (第 5学年)() 総合的な学習の時間 
｢東京と世界の国々との経済,文化,人 題材名 :｢ネパールと私たち｣
的交流等を調べ,東京が国際都市である ねらい : 
ことを理解し,世界の国々,人々の生活, (1) ネパールの人々の文化を尊重する｡ 
文化などに関心を高めることができるよ (2) ネパールの生活の現実を理解し,よ
うにする｡｣ りよい未来をめざす人々の努力の様
○	 授業の工夫として,実際に外国人 (アメ 子を知る｡ 
リカ人)を招いて授業に登場してもらい, (3) 私たちとネパールの人々の結びつき
子ども達の質問に答えてもらうとともに を知り,地球上の一員であるという
家族のことやアメリカの食べ物 (主食な 視点を持つ｡ 
ど)や生活などについて話してもらう機 ○ 学習は 5時間の計画で,第 1時は ｢一円
会を持つ｡ 玉募金｣ポスターから国の様子を想像す
(節) 理科 (第 5学年) る,第 2時と第 3時はネパールについて
単元 :｢天気の変化｣ 調べ,ネパールを紹介する新聞を作る,
○	 日本の天気の変化を気温,雲,風など 第 4時は青年海外協力隊の派遣経験者か
の観測や映像情報を活用して調べるこ らネパールについての話を聞く,第 5時
とが理科学習の目標とされているが, は調べたものを発表し合う,という流れ










































まらざるを得ない｡ (28)の ｢韓国 ･朝鮮の遊び｣














































































































生 きていくことのできる資質｣ とされている｡ 
4
｢知識理解｣ とい う表現 は佐藤 ･林 (編)本稿では,国際理解教育の推進には不可欠である 3)
(1998:5)によると考えられる異文化理解教育に関して,まず,異文 ｡




(影浦 (編著)(同書 :14)) 
131- )を参照｡理解の概念について論 じ,｢異文化の知識理解｣,
｢自文化の知識理解｣,｢相互の文化の容認と尊重｣, hytaehytasy5)" mp 'と"mp
｢異文化との共存 ･共生｣の 4項目を ｢異文化理解 ば,どちらも ｢共感｣とするのが適切であろうと
の中心的概念要素｣として提案した｡ 思われる｡ 従って本稿では,両者を区別するため
続いて,異文化理解教育の実践における視点とし に敢えて英語の表現をそのまま用いることにす
て,目標の設定と目標の実践順序を取 り上げて論じ る｡ 
'に訳語を当てるとすれ





















6E i (xperence, )
階),｢相互の文化の容認と尊重｣(第2段階),｢異 順序で発達すると考えられているが,前の段階は
文化との共存 ･共生｣ (第 3段階)という 3段階の 次の段階の必要条件とされている｡ 
の知識理解 (異文化/自文化の知識理解)｣ (第 1段 lein
ihs
lR bteesa gS fであり,この
実践順序を提案した｡第 1段階に関しては,｢自分 7)加藤 ･浅沼 3(同書 :2)は,クロス ･カルチ
1





取 り扱 うのである｡ すなわち,それぞれの国の社 本名信行 ･ベイツ ホッフア ･秋山高二 ･竹下裕子 


















(編 )( さあ,始めよう !楽 しい8)(	)は三浦 
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加藤幸次 ･浅沼 茂 (編著) ( 9
9
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『国際理解学習 早わか りガイ ド』小学校英語教育 A 
,開隆堂, 1999
l2vo.
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9
1
ョン)による｡	 水越敏行 ･田中博之 (編著) ( 5
9
)『新 しい国際理

















知ろう｣ という単元のインド料理 (野菜のカレ nCona.WayIeA waya A. 
ーとチャパティ)をみんなと協力 して作 り手で食
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